


七
月
十
五
日
、
第
二
十
五
回
合
併
協

議
会
が
金
浦
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

開
催
さ
れ
、
新
市
の
町
名
、
字
名
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、

新
市
の
市
章
を
決
定
し
ま
し
た
。

「
由
利
郡
仁
賀
保
町
」
の

部
分
が
「
に
か
ほ
市
」
に

変
更
さ
れ
ま
す

合
併
後
の
住
所
表
記
に
つ
い
て
は
、

仁
賀
保
町
と
金
浦
町
で
は
、「
に
か
ほ

市
」
の
あ
と
に
、
現
在
の
町
名
（
仁
賀

保
町
・
金
浦
町
）
を
除
い
た
大
字
以
降

を
表
記
。
ま
た
、
象
潟
町
で
は
、
町
名

を
残
し
た
現
行
の
ま
ま
の
住
所
を
「
に

か
ほ
市
」
の
あ
と
に
続
け
て
表
記
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
く
わ
し
く
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
合
併
に
よ
っ
て
、
町
や
字
の

区
域
が
変
更
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

「
に
」
の
字
を
モ
チ
ー
フ

未
来
へ
の
躍
動
を
表
現

六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
公
募

期
間
に
、
県
内
外
か
ら
五
百
十
一
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

市
章
に
採
用
さ
れ
た
の
は
、
福
岡
市

の
栗
山
昭
州
さ
ん
の
作
品
。
に
か
ほ
市

の
『
に
』
の
字
を
モ
チ
ー
フ
に
、
新
市

の
将
来
像
『
夢
あ
る
ま
ち
、
豊
か
な
ま

ち
、
元
気
な
ま
ち
』
を
躍
動
感
た
っ
ぷ

り
に
表
現
し
て
い
る
点
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
（
カ
ラ
ー
イ
メ
ー
ジ
を
表
紙

に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。
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－合併後の住所表記－

●仁賀保町

現 在 にかほ市
秋田県 秋田県
由利郡仁賀保町芹田字… にかほ市芹田字…
由利郡仁賀保町三森字… にかほ市三森字…
由利郡仁賀保町平沢字… にかほ市平沢字…
由利郡仁賀保町両前寺字… にかほ市両前寺字…
由利郡仁賀保町院内字… にかほ市院内字…
由利郡仁賀保町小国字… にかほ市小国字…
由利郡仁賀保町馬場字… にかほ市馬場字…
由利郡仁賀保町田抓字… にかほ市田抓字…
由利郡仁賀保町伊勢居地字… にかほ市伊勢居地字…
由利郡仁賀保町中三地字… にかほ市中三地字…
由利郡仁賀保町樋目野字… にかほ市樋目野字…
由利郡仁賀保町寺田字… にかほ市寺田字…
由利郡仁賀保町畑字… にかほ市畑字…
由利郡仁賀保町水沢字… にかほ市水沢字…
由利郡仁賀保町釜ヶ台字… にかほ市釜ヶ台…
由利郡仁賀保町冬師字… にかほ市冬師字…

住所
表記

市章

●金浦町

現　　在 にかほ市
秋田県 秋田県
由利郡金浦町大竹字… にかほ市大竹字…

●象潟町

現　　在 にかほ市
秋田県 秋田県
由利郡象潟町洗釜字… にかほ市象潟町洗釜字…

▲満場一致で決定した市章を披露する、横山象潟町長（左）、
巴仁賀保町長（中）、佐藤金浦町長（右）。



仁
賀
保
地
区
消
防
団
消
防
訓
練
大
会

が
七
月
十
日
、
金
浦
町
の
仁
賀
保
地
区

消
防
署
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
署
前
の
広
場
で
行
わ
れ
た
「
訓

練
礼
式
の
部
」
で
は
、
降
り
し
き
る
雨

を
切
り
裂
く
よ
う
に
各
部
の
指
揮
者
の

号
令
が
響
き
渡
り
、
ま
る
で
田
ん
ぼ
の

よ
う
な
足
元
を
も
の
と
も
せ
ず
、
各
団

員
が
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
堂
々
と

行
進
を
披
露
。
各
部
と
も
訓
練
の
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
、
閉
会
式
で
は
、
審

査
長
か
ら
「
極
め
て
良
好
」
と
の
講
評

が
あ
り
ま
し
た
。

九
月
六
日
に
県
消
防
学
校
（
由
利
本

荘
市
）
で
行
わ
れ
る
秋
田
県
大
会
に
は
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
桂
坂
消
防
団

が
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
訓
練
礼
式
の
部

一
位
第
７
分
団
第
３
部
（
百
目
木
・
立
居
地
・
樋
ノ
口

）

二
位
第
６
分
団
第
４
部
（
釜
ヶ
台
・
冬
師
）

三
位
第
２
分
団
第
３
部
（
長
岡
･
大
森
･
水
岡
）

四
位
第
４
分
団
第
２
部
（
大
竹
・
前
川
）

五
位
第
７
分
団
第
２
部
（
畑
・
桂
坂
・
寺
田
）

六
位
第
４
分
団
第
１
部
（
金
浦
元
町
・
赤
石
）

●
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

一
位
第
７
分
団
第
２
部
２
班
（
桂
　
坂
）

二
位
第
７
分
団
第
３
部
１
班
（
百
目
木
）

三
位
第
２
分
団
第
３
部
２
班
（
大
　
森
）

四
位
第
６
分
団
第
４
部
２
班
（
冬
　
師
）

五
位
第
３
分
団
第
２
部
１
班
（
川
　
袋
）

六
位
第
７
分
団
第
３
部
３
班
（
樋
ノ
口
）

●
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

一
位
第
３
分
団
第
１
部
１
班
（

関

）

二
位
第
７
分
団
第
１
部
１
班
（
伊
勢
居
地
）
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「訓練礼式の部」第１位の第７分団第３部（百目木・立居地・樋ノ口） 「訓練礼式の部」第１位の第７分団第３部（百目木・立居地・樋ノ口） 

▲「小型ポンプ操法の部」１位の桂坂消防団
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わ
が
町
と
米
国
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
シ
ョ
ウ
ニ
ー
市
が
姉

妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
、
今
年
で
十
五
周
年
。
そ
れ
を

記
念
し
た
市
民
訪
問
団
を
含
め
、
中
学
生
な
ど
一
行
二

十
三
人
（
団
長
・
リ
ン
ダ
・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
副
市
長
）

が
八
月
四
日
に
来
町
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
親
善
交
流
で
お
迎
え
し
た
シ
ョ
ウ
ニ
ー
市

民
は
、
延
べ
二
百
四
十
一
人
（
う
ち
中
学
生
百
四
十
四

人
）。
交
流
に
関
わ
っ
た
両
市
・
町
の
多
く
の
人
が
口

に
す
る
の
は
、「
仁
賀
保
と
シ
ョ
ウ
ニ
ー
は
親
戚
み
た

い
な
も
の
」
と
い
う
表
現
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

生
活
や
中
学
生
ど
う
し
の
交
流
の
積
み
重
ね
が
そ
の
よ

う
な
感
情
を
抱
か
せ
る
の
で
す
。

み
な
さ
ん
、
言
語
や
生
活
様
式
の
違
い
を
越
え
た
友

情
と
信
頼
関
係
づ
く
り
の
た
め
、
訪
問
団
員
に
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

（
右
の
写
真
は
来
町
さ
れ
る
訪
問
団
の
み
な
さ
ん
）

来町される訪問団のみなさん

※　氏名の実際の読み方・日本語表記は上記と異なる場合がありますので、ご了承ください。

市民訪問団員・引率者 役職／職業
リンダ・ピーターソン Linda Peterson ショウニー市副市長
ダイアナ・ハロック Diana Hallock ショウニー市書記
リンダ･ヘーゼルウッド Linda Haselwood 姉妹都市委員会委員長
ドン・ライト Don Wright 姉妹都市委員会役員
カレン・ライト Karen Wright 姉妹都市委員会役員
パトリシア・ボルト Patricia Bolt 姉妹都市委員会役員
シェリル・コーデン Cheryl Cowden 姉妹都市委員会役員
キャシー・レイノルド Kathy Reynolds セイコイア小学校カウンセラー
ジャニス・ヤング Janis Young ショウニー中学校教師
生徒訪問団・女子 メッセージ
キャンディス・フォード Candice Ford 日本の文化を知るのがとても楽しみ
カラ・シャープ Kara Sharp みなさんに会えるのが楽しみ
ダコタ・パターソン Dakota Patterson 仁賀保のすべてを体験したい
テイラー・スチュワ－ト Taylor Stewart ホストが私のために時間を作ってくれることがうれしい
ローレン・ディア Lauren Deere 歴史的な名所を見学したい
ナマ・トマーサー Numu Tomahasah この旅行は生涯忘れられない思い出になるでしょう
エリカ・ベース Erika Bass 日本の文化を知るのがとても楽しみ
ジョーダン・パーソンズ Jordan Parsons 仁賀保の日常生活を体験したい
レイ･リーダー Raye Reeder みなさんに会うまで待ちきれない
アマンダ･フート Amanda Foote ホームステイを楽しみたい
生徒訪問団・男子 メッセージ
ジョーダン・アコック Jordan Acock ホストファミリーと最高の時間を過ごしたい
ニコラス・ベリー Nicholas Berry 日本の習慣と仁賀保について知りたい
ギャレット・マトロック Garrett Matlock ホストファミリーを家族同様に思う
クリシャン・パテル Krishan Patel 日本の人々、学校、テクノロジーを見てみたい



ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
歓
迎
会
で
す
。
参
加
申
し

込
み
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
申
込
多
数
の
場
合
は
お

断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
　
時
●
８
月
６
日
g

正
午
受
付
開
始
・
12
時
30
分
昼
食
会
開
始

会
　
場
●
ス
マ
イ
ル

料
　
金
●
大
人
１
０
０
０
円
、
中
・
高
校
生
５
０
０
円

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

国
際
交
流
協
会
事
務
局（
役
場
企
画
課
内
）

#2
３
０
４
５
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姉妹都市15周年を記念して結成された

町民訪問団の一行10人が、６月23日に渡

米し７月１日に帰町しました。ショウニー

市では市内のホストファミリー宅に滞在、

市民との交流を通じてアメリカ文化を体験

し15年の交流の絆を確かめ合いました。

参加者の報告（抜粋）から活動の内容の

一部をご紹介します。

（ホストの）14歳のエイドリアン（・スウィニー：平成16年

来町）は、日本、仁賀保のことをすごく愛しています。将来は

仁賀保に来て英語の先生をしたいとも言っていました。

森井　洋平さん（ 鈴 ）

パーティーの際に出された料理は、ホストファミリーやボラ

ンティアのみなさんの手作りのものばかり。この持ち寄り形式

を“pot luck”（ポット・ラック）と言うのだそうですが、み

なさんはいつも腕によりをかけた料理でもてなしてくれました。

日本ではあまり見ない光景で、ショウニーの人々の心の温かさ

を実感しました。 佐藤さゆりさん（三森）

訪問の中で印象深かったのは、保育園への訪問でした。不安

そうな顔をしながらも、私の腕に抱かれていた子どもの肌の感

触や愛くるしい笑顔は今でも鮮明に残ってます。

この国際交流に初めて参加し、遠く離れた仁賀保とショウニ

ーが強い絆で結ばれていることを知りました。ショウニーは、

私が今までした旅の中で一番すばらしい場所だと感じました。

工藤由紀子さん（室沢）

８月
４日e

（午後）秋田市着～竿燈見学

仁賀保へ到着

５日f

（午前）仁賀保中学校訪問

（午後）記念式典参加（町制

施行50周年、姉妹都市15周年

等）、海水浴

６日g

（午前）海体験（平沢漁港）

（午後）歓迎昼食会、太鼓の

祭典参加

７日a ホストと自由活動

８日b

（午前）山体験（仁賀保高原

等）

（午後）座禅体験等

９日c
仁賀保出発（午前６時30分・

役場駐車場）～帰国

訪問団の主な日程

▲ミルズ市長（右から３人目）夫妻、ピーターソン副市長
（左手前）と懇談、交流の思い出や将来の話に花が咲く



こ
の
運
動
は
、
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非

行
の
な
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。

七
月
四
日
、
本
荘
地
区
保
護
司
会
、

町
更
正
保
護
女
性
の
会
の
方
々
が
役

場
を
訪
れ
、「
少
年
の
非
行
防
止
と

更
正
の
援
助
」
と
い
う
運
動
の
主
旨

へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め
た
法
務
大

臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
巴
町
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。
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こ
の
市
章
は
、
市
旗
と
し
て
は
も
ち

ろ
ん
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
使
う
こ
と
に

な
る
。
例
え
ば
封
筒
や
名
刺
、
バ
ッ
ジ
、

各
種
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
看
板
、
広
告

等
で
あ
る
が
、
一
番
最
初
に
、
十
月
一

日
の
「
に
か
ほ
市
」
ス
タ
ー
ト
で
は
、

市
旗
と
し
て
掲
揚
し
、
お
祝
い
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

新
し
い
時
代
は
地
方
の
時
代
で
あ
り
、

市
町
村
が
中
心
と
な
る
時
代
で
あ
る
。

自
分
達
の
地
域
は
、
自
分
達
で
考
え
計

画
を
立
て
、
自
分
達
の
責
任
で
地
域
づ

く
り
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

新
し
い
市
章
の
趣
旨
の
よ
う
に
、
夢

い
っ
ぱ
い
の
魅
力
あ
る
「
に
か
ほ
市
」

創
造
の
た
め
に
み
ん
な
で
努
力
し
、
市

民
み
ん
な
が
愛
す
る
市
章
に
し
た
い
と

思
う
。

お
元
気
で
―
―

暑
さ
が
い
よ
い
よ
き
び
し
く
な
っ
て

き
た
。

お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
新
市
の
ス
タ
ー
ト
ま
で
あ
と

二
か
月
と
な
っ
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で

合
併
に
向
け
て
の
作
業
は
順
調
に
進
ん

で
い
る
。

こ
の
た
び
、
新
市
の
市
章
が
決
定
し

た
。
応
募
作
品
五
百
十
一
点
の
中
か
ら

選
考
委
員
会
で
五
点
を
選
考
し
て
い
た

だ
き
、
七
月
十
五
日
開
催
の
合
併
協
議

会
で
協
議
を
し
、
五
点
の
中
か
ら
最
優

秀
作
品
と
し
て
一
点
を
満
場
一
致
で
選

び
、
市
章
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
し

た
も
の
で
あ
る
。

作
者
は
デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨
に
つ
い
て

「
に
か
ほ
の
『
に
』
の
文
字
を
モ
チ
ー

フ
に
し
て
、
新
市
の
豊
か
な
自
然
環
境

の
イ
メ
ー
ジ
と
、
未
来
に
向
け
て
力
強

く
躍
動
す
る
人
の
姿
を
併
せ
て
デ
ザ
イ

ン
し
、
新
市
の
将
来
像
で
あ
る
『
夢
あ

る
ま
ち
、
豊
か
な
ま
ち
、
元
気
な
ま
ち
』

を
象
徴
的
に
表
現
し
ま
し
た
」
と
し
て

い
る
が
、
ま
さ
に
応
募
基
準
に
ぴ
っ
た

り
の
素
晴
ら
し
い
作
品
で
あ
る
。

今
年
度
の
納
税
推
進
委
員
会
議
が

七
月
八
日
、
む
ら
す
ぎ
荘
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

席
上
、
平
成
十
六
年
度
の
町
税

（
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動

車
税
、
国
保
税
）
の
収
納
実
績
が
報

告
さ
れ
、
全
町
の
総
納
税
額
は
前
年

を
上
回
り
、
収
入
率
も
九
六
・
六
九

パ
ー
セ
ン
ト
と
、
前
年
を
若
干
な
が

ら
上
回
っ
た
こ
と
が
税
務
課
か
ら
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
日
は
、
町
税
の
完
納
を

継
続
し
て
い
る
優
良
組
合
な
ど
を
表

彰
し
た
ほ
か
、
永
年
委
員
を
務
め
ら

れ
こ
の
ほ
ど
退
任
さ
れ
た
五
名
の

方
々
に
対
し
、
町
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

●
退
任
さ
れ
た
方
々
（
敬
称
略
）

中
　
村
　
V

夫
　
（
平
　
沢
）

齋
　
藤
　
貞
　
助
　
（
室
　
沢
）

佐
　
藤
　
恵
久
子
　
（
室
　
沢
）

笹
　
川
　
国
　
英
　
（
室
　
沢
）

故

高
　
橋
　
又
　
造
　
（
室
　
沢
）

町税の収入率は96.69％
平成17年度 納税推進委員会議

ふれあいと対話が築く
明るい社会

第55回社会を明るくする運動


